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灘科皐カ調査に現われた北海道の特殊性

理科事力の調査に現われた北海道の特殊性

111 本普

城戸幡太郎

17 

この調査は昭和26年度文部省科挙試験研究費の補助の下に日本数育皐曾撃力調査委員舎が金閥的に行った調

査の一環をなすもので，北海道おいては田中式知能検査を同時に施行したが，との報告では理科皐カテストの

結果についての検討に止める。調査は敬育衛生研究室の奥田三郎教授，木村謙二助教授の指導による拳生の共

同作業であり，編集。猿理は山本が携蛍し，叡識については城戸が分猪した。

第一章目的と経過

日本教育拳舎では昭和25年度 園語，数拳，枇舎に闘するテストを完成し，更に引績ぃτ昭和26

年度は，理科拳カテスト及び知的操作カテストを行った。この拳力調査の目的については，文部省

護行「教育統計J11月披(以下敷統 11と稿す)東洋書館粛す「基準拳カテスト手弓IJC以下手
引と構す)に述べられているので詳述は避けるが，最近，各慮で論ぜられている暴力の低下という

ことについて， まづわれわれは撃力としてやIj，旨要求すべきであるかについてのわれわれの立場を定

め，要求された皐力がどのように拳脅されているかの賓態そ明らかにし，その結果に基いて，われ

われの要求が果して安嘗であったかどうかそ検討し，将来における安嘗なカリキユラムの作成と，

信頼すべき指導法の工夫とに参者となる費料を提供しようとするものである。

なお今回の調査は日本教育塾舎の施行した全園調査(知能検査&除く)の一環として行われたも

のである故，問題の作成，標本抽出は，上記拳力調査委員舎で行われ，その賓施にあ7こっτも，そ

の指示によっ7こ。言書;

従って，このテストは標準化を目的とするものでなく一種の調査テストであるが，本報告におい

ては，信額度その他の統計的慮理よりも，むしろ膳答分析等を遁じて，一問題，一項目各々につい

て先に述べた目的に醸じながら検討をおこなうことに重きやおいた。

註 日本教育泉曾編「義務敬育修了時における皐力調査j中間報告第一周〔昭和26.llJ第二回【昭和27.5( 

〈以下中報ー，中報二と稗す〉参照。

第二章標本抽出

~1.抽出計置

.標本抽出計奮は，すべて撃力調査委員舎において行われたものであり，詳しくは中報ー，教統い治

参照されたい。したがって乙 Lではそのごく概略を述べるにとピめる。サムプリングの根擦として

拳力に相具~生ずるであらうと橡想される篠件としては， 1.個人差， 2.性別， 3.生活環境， 4.拳校

差等が考えられるが，特に撃力の調査として問題になるのは拳校差であらう。拳校差というのは，

rのようなカリキユラムによって， どのように拳習を指導しているかという，各撃校の教育計蓄の
特徴によって生じるものであるが，これをサムプリンク'の棋擦にするまでの資料を得ることは困難

であるので，調査後の結果と比較しつ L本報告後に検討することにし，この調査ではurbanization

匂説



18 山本普・城戸崎大良li

(都市イゅの程度によって屠別が段階づけられたことを指摘するに止めるo

~ 2. 標本校及び標本最

北海道地区は前年度とは全く別な標本校を抽出し，線、数;は18校(、内St.9校は十勝沖議災のため調

査不能)である。

割嘗標本数は163であるが後の調査のため必要数の5倍の員数につき費施しfこ。各校別被験者一散

は弐表の通りである。
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~ 3. 標本校における被韓者の抽出

1. 3年生全人数が必要サムフ勺レ敢に浦fこないときには，全員について寅施する 0

2. 3年生全人童文が必要サムフ・Jレ童文とあまり差がないときには，全員に費施する 0

3. 必要サムフ・1レ敢に封して標本校3年生の人数が多いときには，次の如くした。

匂) 拳級単位によって抽出するとサムフ・Jレに偏りができるので 3年生全員径五十音I1原にして

ならべ，必要政と締教との比率ーに従って抽出しずこ。

制 調査校の都合によって，故拳級を過してサムプリンク'できない場合で拳級編成が進撃，就

職等の別になっていないで，かつ拳級相互間の成績に余り差がないときには， クラス単位によって

抽出しfこものもある。

4. 3種の拳カテスト及び知能検査は， とちに問一人に行うこと。

『ヨル

，. 

第三章本テストの性質反び構成説I

• 第一粛に述べ7こ目的に膳じてテストG及びHは，義務教育修了時において，理科事力として，こ

れだけは身につけておく必要があると考へられる最低限度の撃力を測定しようとするものであり，

その構成は共の3項目に大別されている。

1. 理科として必要限度の「知識j

生物，地拳，物理，化撃の各科の中，最も根本的な原理や法則事費なrで，これだけは知ってい

なければならないという重要なもの。

2. 理科的な「技能Jカ

醸用というほどではない理科的な原理の事費への嘗てはめや，事賓の理科的な解課。

--f 



王製科事カ調~に表現わた北海道の特殊性 19 

3. 理科的な「臆用」力

生物と化拳の雨者の知識-a>綜合して考えfごり，法則や事責からの類推，理科的な要因の働きの程

度-a>考えたりするもの。

太韓以上を表にして示すと次の如くである。
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20 rJI本普・城戸勝太郎

第四章調査の費施

*1.費施の日時

管施校の都合によって同時には行えなかったが，他地直左共に皐カ調変委員舎の指示によって3

月上旬本道は27年3月3日より10日までの間の1日や選んで賞施!Aこ。

* 2.費施者
賞施にあfこっては，試験官として，本撃部教室及ひ。教育科拳専段拳主主があたり 1校1乃至2名

宛i民法しすこ。撃生に封しではあらかじめ，撃力テスト及び知能検をの寅施法，サムプリンクヘ法に闘

して充分訓練をおこつなである。

* 3. 被験者の選定
費施者はあらかじめ費施校に依頼しておいた。生徒名簿よりランダLに指定数をサムプリンク'し

賓施校の都合によっては，一挙級全部(但し能力別拳級等のように意闘的にわけてない場合〕を被

験者とし，大韓男女同教とした。

* 4. 費旋の要領
一般には知能検杢は最初におこなうべきものであるが本調査の場合，知能検査は粧的なものとし

F 
4 

、，

ずこので，委員舎の指示通りテスト Iをその性質の者IS合上最初におこない，テスト G. アストHをそ キー

の次に，知能検査を最後に貴施した。

1. 検査費施時間割

費施に要した時間は第三章に述べた如く，本テストは調査テストであるので巌密に時間の制限J.f>

おこなわず.10分乃至15分の範圏で延長是認めた。大韓時間割は次の如くである。

午前テスト G (理科 {)45分 (50分〕

テスト 1(基礎技能)50:分(印分〕

午後テストH(理科H)45分 (50分〕
知能テスト (40分)

但し，括似のないのはテスト用紙に指示しである所要時間(括孤内は質際に要しすこ平均時間敢〕

2. 検査費施上の注意事項

a，各テストとも基準解答時間は上に示しずこ通りであるが，このテストは調査テストであるから

時間不足のずこめの無解答が生ずることは望まじくない。それゆえ，解答時聞が不足していると思わ

れるときには適宜延長してよい。

b，テストGとテスト Iとの聞には15分以上の休憩をおくこと。

C，検査監督者はテスト用紙を配布し，教示J.f>興えて検査用紙の〔受験上の注意〕を讃ませ，氏

名等を記スさせてから〔始め〕の合闘で解答にか Lらせる。

d，印刷不明などについての質問を除いて・，内容に関する質問には一切答えない。

e，受験者は定められた時間内で，平素の力を護揮するように集をつけてやる。速度にかまわな

いのであるから，ゆっくり時間在充分使えるようにさせる。

f，解答し終った者は，答案を出して静かに退場する。

4・

4 



21 理科撃力調査に現われた北海道の特殊性

g，検査監替者は. ji量宜賞施校の教官に監督の助手を依頼しでもよい。 fこどしこの場合には特に厳

.1E~期すること。

費施上の障害!i 5. 

そのため標本校18校中B校は賞施不3月5日十勝沖地震があり，丁度，今l副の調査に際しては，1 
能，賞日以後おこなった被害地附近の数校は生徒の心理的動指が相賞あり，成績の上にもある程度

影響があったと思われる。叉2月下旬には全道一帯に中拳修了橡定者に劃する金拳科の拳力検益が、町

この穏検査に飽和している感があっ六ょうである。行われ，

結果の庭理についても特別に考慮することをしなかっ以上の場合候件が甚だ複雑であるので，

7こ。

テスト問題の臆答分析第五章

本調査の目的にそって，結果の庭理にあたっては，単なる厳密な統計的方法よりも，各問題毎の

臆答分析に重賭をおき，

要求された問題が生徒の拳習能力にとって受賞であるかどうか

一つの問題の中でも Sub-Itemによってどれだけの遣いがあるか。

1) 

勾

3) .問題内容によって，男女の差があるかどうか

地域差による差異はどうか4) 
イ』

等身詳細に検討して，撃力を規定する僚件を明らかにするため，標本中より忽ぬ(男1∞，女1∞)

これ以上の人数暑とれなかったので，市別，郡別の比較は行

えなかったが，各問題の各問，各選揮肢等の一つ一つについて，正答，誤答，無解答とに分けて%

を算出し，第二回報告における金圏(北悔道地直~除く)註1 の膳答分析(表中( )内の数字〕と

や抽出した。努力と時間の闘係から，

比較しながら考察した。

理科畢カテストGについて~1. 
，.. 

)のな

、，J

、
•• 
ノ、，
J
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ノ、，ノ、
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ノ

まちがっているものには×を，

かに記入せよ。

1. なっとうは微生物のはfこもき&利用しfこものである 0 ・・・ H ・H ・..…...・ H ・...( 

2. ピーJレズはビールをつくるときにつかう酵母である。...・ H ・.....・ H ・..……(

3. かぴの類からも病気をなおす薬~つくることができる。……...・H ・ H ・ H ・.. ( 

4. かつけは微生物によって起る病気であるo ..........・ H ・....・ H ・-… H ・H ・...・...( 

5. みそやしょうゆは，こうじかびの助けそかりで作られる。...・H ・.....・H ・..( 

6. とうふをつくるには微生物のはたらきが必要である0 ・・ H ・H ・.....・ H ・..…・・(

下の6つのうち正しいものにはO.題問
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~ 
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A. V. によれば，男子は金閣よりや L 爵~<.女子は相官低い正答率を示してh 、る。

(5)では，他の itemが全て女子より男子の方が高率であるにもか Lわらず，本道，金闘共

1. 

2. 

しょうゆが，女子の生活そのものに男子より，

あるいは日

に女子ω方がや L高葱になっている。これは，みそ，
主義習場商における現質度が高いすこめ高いJE答至容を得fこか，より草野接な開係にあるため，

常生活場商から拳習する機合が多いfこめであると思われるが， これは生活敬育とU、うことの商から

今後この種の問題をいくつか課して分析考究するつもりであ非常に大きな問題と思われるので，

る。

女子は他の(6)では男子が10%高く，金闘より約6%尚く，(2)において本道男子は，a. 
ーャ

なんitemが全閣と比較して相首位U、にもか Lわらず，本 itemでは殆ど向E存在示しているのは，

司

、. 

J 

らかの地域性が働いているように思われる。

B. 

原

問 題 2 夏のあつい時に，ごはんをくさらせないようにするため，下のAに示してある

方法が用いられる。これらの方法は， それぞれBに書かれているどの原理を際用しずこものか

の。 Aそれぞれの( )のなかに，その理由となっている原理の呑執を記入せよ。

A. -1.井戸の中につりさげておく 0 ・H ・H ・.....・ H ・-… H ・H ・..，・ H ・.....・ H ・....・ H ・.( 

ロ・ごはんをなるべくかたく fこく。…………...・ H ・..…...・ H ・....… H ・H ・-…〔

・一度fこU、七ごはんをむし直す。…...・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…(

ニ・ほし飯にする。……...・ H ・.....・ H ・..............……...・ H ・.....・ H ・H ・H ・..…(

ホ.すt.e入れてたく。…………...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..…・ H ・H ・.....・ H ・..…〔

1. 温度巻細菌の生活に不適嘗な朕態にする。

2. 熱によって細菌を殺す。

3. 細菌の生活に必要な養分をとりのぞく。

i熟度も細菌の生活に不適嘗な欣態にする。

外から細菌の入るのそ防ぐ。

酸性・アルカリ性の濃度を細菌の生活に不適嘗な紋態にする。

細菌の生活に必要な案策暑とりのぞく。

、，ノ、
.J

、，J

、.J
、1
ノ

4. 

5. 

6. 

理

7. 
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48.2 i 4.2 1 46.81 49.2 1 4.01 47.2 1 48.7 1 4.1 A.V. I /A~~~ "r~/~~ "'-A 1)'" /;1;1 ~~ I"A~V;~ 
(47.2) I (46.5) i (6.ηI (4ヲ.4)I (ラ0.4)I (4.2) I (46.4) I (48.1) Iσ.5) 

1. へホの如く比較的家庭でよくやっておる事柄については男女共正答率が高い

2. ロ， ニは他に較べて甚だ低くなっている。特に， ニの場合では「ほし飯Jという言葉が}般

的でなく理科的な知識よりも，その言葉の意味がわからなかったものが多いようである。ロは，一

般家庭でよくおこなわれている事柄であるのに低率であるのは商白い。無答率もこの itemが一番

高くなっている。

ず 問題 3 弐の文の{ }のなかに脅かれている 3つのうち， しAいものをそれぞれにつ
き 1 つずつ選び出し，その呑競~Oでかこめ。

.. 

{1.酵素}

(" ) われわれのとった食物は消化器を過る聞に穏々の滑化液中の ~2. リンパトにょっ

l3. 微生物1
(1. 7K - (1. 瞳酸 } 

て分解され，茨水化物は ~2. ぶどう梢}になり，脂肪は i2.ー脂肪酸 トになり，
l3. 操業 l3. 7 i.ノ酸!
ちつ素 {1. 大腸 } 

ア Eノ酸}に費化し， これらは主として ~2. かん臓トの

友分 l3. 小腸 j 
また， tこんぱく質は ~2.

¥3. 

F 
壁から吸牧される。

レ

{1. 細胞 } 

(ロ) 植物が椋色を示すのは瞳内に ~2. 葉縁体トをもっているからである。ここでは，

¥3. 議守L } 

{1.水分{1.酸素 (1.蒸散作用)

根から謹られる i2. 肥料}と宰集中の ~2. 茨酸ガストとを材料にし， ~2. 呼吸作用}

~3. 臨分 1，3. ちつ素 ~3. 日光 } 

(1. たんぱく質}

の力ぞかりで -{2. でんぷん }栓作る。この働きを炭素同化作用という。

l3. 脂肪 j 
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.1) (35.4) (0.勾 (65.8) (1ラ.2)

71 28 72.5 27.0 
.2) (20.3) (0.5) (79.6) (19.0) ( 

58 40 2 64.ラ 34.5 
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1 (75.1)1 (23.3)1 (1.6)1 (74.2)1 (25.1)1 (0.7)1 (74.7)1 (24.1)1 (1.2) 

1. 大韓解答率は差がないが.t:: '，: -1の (5)が金闘に較べてや L低い。

2. 無答率が全道，金闘共に甚t=-低いのは問題の型式によっているのではないか。

問題 4 下の 4・からチ.までの8つは，花が咲いてから費になるまでに起るいろい

ろの事がらを示したものである。これらを起る順序にしたがって，下のOのなかにイロハ…

の記続で記入せよ。

イ・ 花粉の細胞核と卵の核とカ旬、っしょになる。

ロ・ おしべの先の花粉ぷくろから花粉が出る。

ハ. 花粉がめしべの柱頭につく。ー

ェ. はいしゅは種となり，子房は賓になる。

ホ・ 花粉管がのびる。

へ. 花が咲く。

ト. はいしゅの中にはいる。

チ. 受精した卵の細胞は分裂し成長する。

喝

司

4 
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第 6 表

| 男子|女子|織計

官雇下lii11一孟答 11契答|無答 f-:直答|諜答寸~ ~l lE 答|熊谷T~ 勺罫
67 ラ 27 69 4 
(60.4) (4.事〕 (34.0) (62.3) (3.8) 

77 4 1.4 81 ラ
(59.4) (4.9) (29.2) (67.0) (3.8) 

78 4 9 86 宮

(35.4) σ.2) (60.8) (34.9) (4.2) 

31 4 54 42 4 
(38.9) くラ.2) く51.4) (44.8) (3.8) 

23 6 66 可1 3 
(23.3) σ.2) (66.5) (29.1) (4.2) 

55.2 4.6 34.0 61.8 4.2 
(43.5) σ.0) (48.4) (47.6) (4.0) 

27.5 68.0 4.5 
(34.6) (61.2) (4.2) 

16.5 79.0 4.ラ
(33.0) (62.6) (4.4) 

13.5 82.0 4.5 
(60.0) (移.2) (:'1.8) 

59.5 36.ヲ 4.0 
く54.0) (41.4) (4.6) 

68.5 27.0 4.5 
(69.4) (25.8) (4.8) 

37.1 58.5 4.4 
σ0.2) (45.2) (4.6) 

28 

19 
1 

2 I (ヲ5.8)

4 〈55.69F〉

、夢

71 
ヲ| (71.6〉

40.2 
A.V， I σ1.5) 

1. 本問題は問題の形式が順序に列べてあてはめるものであるから各 itemについての検討は余

り意味がない。

2. A. V.から見て無答容はほピ同じであるが，正答率は金聞からみて本遣は約13%低くなっ

ている。

3. 男女差は約6%男が高い。

F
4
r
 問 題 5 下の 10のうち宜しいものには0，まちがっているものには×を， c )のな

かに記入せよ。

1. 高気毘の隠域内では，一般に天策がよい。…....・ H ・H ・H ・.....・ H ・-…...・ H ・-・ c ) 
2. 日本の夏は，一般に， シベリア方商に高気盤，才ホーツク海に低気l監が護達し， 日本

海岸は天気が惑し太平洋岸は晴れている 0 ・・ H ・H ・....…… H ・H ・......・ H ・..… c ) 
3. 低気麗や高筑摩は，t.ごU 、 t:::.~ 、聞から東へ移動する。…....・H ・....・ H ・....... c ) 
4. 筑温が高いほど室築中にふくみうる水蒸試量は多くなる。….........・H ・.c ) 
5. ~さ策は，瞳積がぼうちょうすると温度が上る0 ・........・ H ・-… H ・ H ・....・ H ・... c ) 
.6. 枕fこくものは漁度が大きし風の強いほどよくかわく 0 ・…・・ H ・H ・....・ H ・.c ) 
7. 絹桂は，土の中の水分が氷って出来るので，絹とはできかたがちがつ

ている....・ H ・....・ H ・....・ H ・........・ H ・-…...・ H ・.....・ H ・....・ H ・.......・ H ・....・ H ・.c ) 

8. 露は，地商や地上の物瞳の温度が，まわりの安気より高いときにでき

やすい0 ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..……….，.・ H ・......・ H ・..…'"・ H ・..…'"・ H ・.c ) 
9. 大気は，太陽熱を直接吸牧して組められることは少し地商からの熱

によって温fこかくなる。……....・ H ・H ・H ・..…'"・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.........・ H ・...c ) 
10. 器集中の酸素とちっその瞳積の割合は約3:2である。…....・H ・....・H ・..c ) 

， 

タ

第 7 表

|男 子|主一一子|ー→純 計
問題|問 j正答|諜答|無答 1lE一答|鍵谷|無谷|正答|謀容寸ー鋸-1j-

1;lml  J 01 801181218101180|10  I (84.4) I (13.9) I (I.7)! (84.9) I (14.6) i (0.勾 I(84.6) I (14.2) I (1.2) 
63 1 36 1 11 46 1 ラo1 4 I 54.5 I 43.0 1 2.5 

I (62.2) I (36.のI (1.4) Iσ1.9) I (47.2) I (0.9) 1σ7.8) I (41.0) I (1.2) 
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1 I 54 
(2.1) I (49.1) 

1.5 
(1.2) 

1.0 
(1.0) 

44 
σ0.9) 

2 I 52.5 I 札 O
(0) I (50.0) I (.48.8) 

1 I ラ4.ラ 44.ラ
(0) Iσ8.4) I (40.6) 

σ0.7) 
48 

(47.2) 

57 I 42 
(62.5) I (35.8) 

1 I 52 I 47 
(1. 7) Iσ2.8) I (47.2) 
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1. 各 item共北海道，金園の聞に余り差が認められなU、。

2. t::. i.:" (6)は北海道の方が男子で245弘女子で15%高くなっている。これは北海道地区では

冬期間室内に洗濯物を干す場合が多いので，その日常生活場商から拳習り得たのではないかと思わ

オもる。

3. 男子は女子よりも 8%正答率が高い。
γ 

問題 6 下のい〕から(ホ)までの各項について，弐の10のなかから最も欄の深いふ

の弘それぞれについて 1 つずつ選び出し，その番蹴~ ( )のなかに記入せよ。

(0 今まであっfこ岩石が，熱や)盛カのはずこらきで前とは襲った岩石と

なったもの0 ・H ・H ・"………."・ H ・..…...・ H ・H ・H ・..…...・ H ・.....・ H ・H ・H ・'"・ H ・....( ι) 

(ロ) 岩しょうが，地下の深い所でゆっくり冷えて，かたまってできた

岩石0 ・・H ・H ・-…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ( ) 

(ハ) 織を含む鎖床が地表にあらわれていると，岩石は風伯し，地表の

識はさびて赤くなっている 0 ・…...・ H ・...........・ H ・.......・ H ・.......・ H ・H ・H ・-…・・( ) 

〔ニ) 川の流れによってくずされた岩石は， )11底ぞ流れていくが，その

なかで重い鏑物は川底に7こまってくる 0 ・H ・H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・....・( ) 

(ホ) 川が念に山地から子持に出るところでは，流れは念にゆるやかに

なり，上流からの土砂を堆積して平地~つくる0 ・・ H ・ H ・....・ H ・-….....・H ・.... ( ) 

1.三角川・ 2・や け 3. かこう岩 4. 安山岩 5. 砂 鏑

6. 扇朕地 7. 大理石 8. 赤 土 9. 石友岩 10.砂 岩

4句

第 8 表

:古「すl云喜市云;五二I-..:-----~-~~----;~五五!て}曹三了ごす;
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39 1 59 1 2 1 40 1 54 ， 6 ! 39.ヲヲ6.1)1 4.0 
ニ (43.1)σ3.8)I (3.1) I (39.2) I (55.7)σ.2) I (41.4) I (号4.6)1 (4.0) 
1 346425714M67・51 3.0 

ホ (34.7)1 (62.2) 1 (3.り(36.3)I (60.4) I (3.3) I (35.4) I (41.4) I (3.2) 

A V.| 26.670.43.021.872.6 与.61 24.2 1 71.5 1 4.3 
I (27.8) I (69.4) I (2.8) I (27.1) I (69.2) I (3.7) I (27.5) I (69.3) I (3.2) 

1. 本道，全開共，正答率が甚だ低いのは，問題そのものの要求が高すぎ，相嘗な記憶;a.必要と

'y するものであり，本テストの目的主若干ずれているように思われる。

イ

， 

:t 

2. 特に(ハ〕では， Iやけ」とU、ぅ解答是要求しているわけであるが，果して「やけ」という

言葉が義務教育修了までに身につけておかねばならぬものかは甚だ疑問である。

3. したがって無答率もや L高くなっている。

問題 7 弐の 12の物質は，それぞれ元素・化合物・混合物のrれであるか。それぞれ
を下の正しい i一一一」のなかに番競で記入せよ。
1. 7 ク'ヰ、シウム 2. 71< 3. ち つ そ

4. 砂.糖 71< 5. 茨酸ガス 6. 氷

7. ~ 無 8. アンモニア 9. 71< 銀

10. ~ま ん f三 11. t::.んばれ質 12.しんちゅう

( ft 

生EE通Z 

第 9 表

男 一 子 笹引[口dE王E一工一重4二亙]二二重子(11二一oE;一?l一三E一EJ3持一語 1l:EJ1:釘7一1一I計FJ一言手省;
問題| 問 IE 答60|1襖 31 |無

(66.3) I (2喧.0)1 (8 

| | F2 j 40 8 34 ヲl β 43.0 i 45.5 1 11・ラ
(5':;.9) 匹。【〕γ…)I (37.2) I (8.2) 
7ラ 19I 6 I 61 I 2ヲ 14I 68.0-I 22.0 I 10.0 

3 j (69.4) I (22.951 (7.6) 1 (69.8) 1 (21.2) 1 (9.O) I (69~6) 1 (22:2) 1 (8.2) 
68 I 24 I 8 I 44 I 34 1 22 ラ6.0I 29.0 I 15.0 

4 I (61.8)! (28.8) I (9.の (62.7)' (25.9) I (11.3)' (62.2)' (27.6)' (10.2) 
ラ 4号 47I 8 I 26 ラ4I 20 I 35.5 I 50.5 I 14.0 

7 I ~ I (44.8) く45.1)1 (10.1) 1 (42.9) 1 (46.7) 1 (10.4) i (44.0) く4ヲ.8)1 (10.2) 
47 ， 42 I 11 I 38 I 42 I 20 I 42.5 I 42.0 I 15.5 

6 1 (49.7)! (38.951 (11.5) I (49.i51 (38.751 (12.351 (49:4) 1 (38:851 (11.8) 
46 4事 9 45 47 8 45.5 46.0 8.ラ

7 I (46.9) (44.4) (8.7) (37.3) σ2.8) (9.9) (42.8) (18.0) (9.2) 
41 ! 号。 9 38 4ヲ 17 39.ラ 47.ラ 13.0 

8 I (4ラ.8) (44.0) (9.7) (36.3) 〈号1.9) (11.8) (41.8) (47.6) (10.6) 
66 29 5 43 40 17 54.5 34.ヲ 11.0 

9 I (61.5) (20.6) (8.0) (ラ3.3) (35.8) (10.8) (58.0) (32.8) (9.2) 
4'2 ラ0 B 34 46 20 38.0 48.0 14.0 

10 I (39.9) σ1. 7) く8.3) く44.8) く42.0) (1 3•2) (42.0) (47.6) く10.4)
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1 ヲ 10I 32 I 53 I ヲ 38.5I 49.0 I 12.5 1i A' f'Af: I"tn 0"'¥ ~~ ""r7.U  
(43.4) i (45.8) I (10.8) I (37.7) I -(49.5) I (12.7) I (41.0) I (47.4) I (11.6) 

2 I /~~~~ I /~~ ~~ I /.n!~ I /~~ ~~ I /r. ~~ I /.. ~~ I /~~2~~ I ラ2:~I 15.0 
(37;2) I (匁.7)1 (10.り1(33.りiσ1.9)I (14.6) 1 (35.6) I (52.4) 1(12.0) 

51.7 I 39.8 I 8.5 I 39.6 I 43.6 I 17.8 I 45.6 I 41.6 I 12.8 A.V. I /r:'/:"'~ |σ1.9) I (38.9) I (9.2) I (49.4) I (41.3) I (11.3) I (号0.0)I (39.9) I (10.1) 

1. A. V.からみると男子は本道，会開ほど同じであるが，女子は金園より約10%低い。

2. (11， (2)， (91の如き元素については 3聞とも他問より正答率は高くなっている。

3. 男子は女子よりも12%高い。

4. 本問題の教示が不明確でづ終答密書くのに迷ったものが相嘗あり， したがって本道，会園共，

無答至容が甚T三高U、。

J 

ザ

問題 8 火~消すには，次のA， B， Cの3つの方法がある。

A 燃えるものなくする。

B 窓筑をさえぎる。

C 燃えている物の端度を護火鮎以下に下げる。

下の cnから(へ〕までは，上の3つのうち， いずれかの原闘で火が消えずこものであ
る。その原閃は A，B. Cのうちのどれか。 c)のなかに A，B，Cの記競で記入せよo
fこだし(へ〕は2つの原閃があるから 2っとも答えよ。

〔例コすみ火を摘しつぼに入れてふたをしfこら消えた。…...・ H ・......・ H ・.....・ H ・.CB) 

cn 着物に火がついにので，毛布でおおったら消えfこ。…....・H ・...・H ・-……・c) 
(ロ〕 たき火に水をかけたらI伶えに。…...・ H ・H ・H ・.，………...・ H ・.....・ H ・..……… c ) 
(ハ〕 山火事が，防火帯のところでとまった。… H ・H ・H ・H ・H ・.，…..，・ H ・.，.・ H ・....c ) 
(ニ〕 火ばちのすみ火払ばらばらに友の上にひろげておいたら消えた。…… c ) 
(ホ) アルコールランプ・のほのおにふナこ在しすこら消えた0 ・H ・H ・..….，.・ H ・..…… c)
(へ) 油についた火に，砂金かけたら消えた0 ・H ・H ・H ・H ・.....・ H ・..… c )， c ) 

γ 

寸‘
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13 I 62.0 I 26.0 I 12.0 
(6.1) I (69.0) I (23.8) I (7.2) 
9 I 6ヲ.5I 26.5 I 8.0 

(9.4) I (54.6) I (17.8) I (7.6) 
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1. 問題の性質が日常経験することであり，ますこ理論的にも比較的易しいので，正答率は本道，

全閣共， (ニ);;e除いて60%以上である。

2. 特に， (ロ)， (ホ〕は常識的であるためか相嘗高い。

)-- 3・ 男女差は金闘では，男子が約4%高い記けであるが，本道では女子が低率で男子に較べて13

‘'" 

〈

， 

世

~-

%f氏U、。

問題 9

(1) 次の各文の{ }のなかに誉かれている 3つのうち，正しいもの治それぞれにつき

1つずつ選ぴ出し，その番続;;eOでかこめ。

(1.惇導 } 

(ィ〕 太陽から出fこ熱は 12.封流 }によって地球に達する。
~ 3.ふく会J)

( 1.高い ( 1.偉導 l 

(ロ) 冷蔵庫の氷;;e1 2.中間の}とごろにおくとその中で i2.封流 }が起り，冷さ
~ 3.低い 、3.ふく射)

( 1.上に移動して}

れfこ宰無が i2.下に移動して}物を冷やす。
~ 3.動かないで } 

(2) 弐の各文の( )なかに警かれている 4つのうち，最も遁嘗なものを1つ選び出

し，その記披をOでかこめ。

。)バイオリンげんを長くすると菅が (A.大きく s.小さく C.高く， D.低
く)なる。

(ロ) いろいろの柴器の昔がそれぞれ満特な脅色をもっているのは，菅波がそれぞれに

よって，調特の (A.振幅， s.波形， C.波長， D.振動教)をもっているからである。

(ハ) 山びこは音治 (A.吸牧 s.共鳴 C.反きょう， D.屈折〕じたものである。

(ニ〕 宰集中における脅の速さは，一秒間におよそ (A.100m，B. 340m， C.7印1m，D. 

1013m)である。

第 11 表

問題| 問 J|E--傘男下言語一審了福子一・答I石 巻女「誌で蓉「子長一苓I一語---~総~I 説答 1 計4子容
く1)I川 69 11 6ヲ.ヲ 0.5 

(68.4) σ1.2) (0.3) (72.6) i (25.5) (1.9) (70.2) (28・8) (1.0) 

lロl 60 40 。 43 日6 51.5 48.0 0.5 
(69.7) (ラ9.0) (0.7) σ1.4) (46.7) (1.9) σ8.2) (40.0) (1.8) 

71 28 61 38 66.0 33.0 1.0 
2: (70.5) (28.8) (0.7) (73.1) (25.0) (1.9) (71.6) (27.2) i (1.2) 

9 oi3 12 O 44 54 2 515.0 '13.0 1.0 
3: (66.7) σ2.6) (0.7) (62.3) (3ヲ.8) (1.9) (64.8) (34.0) (1.2) 

(2) I (イ) 6ラ 29 6 54 41 ラ 59.5 ヲ5.0 5.ヲ
(58.3) (37.1) (4.5) (32.4) (42.9) (4.7) (5ラ.8) (39.6) (4.6) 

lロ)
42 54 4 33 I 63 4 37.ヲ 58.5 4.0 

(36.5) (60.1) (3.り (27.8)1 (69.3) く2.8) (3川 I(仰〉 σ.2) 
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(，，) 
l5 21 4 4 12.0 24.0 4.0 

(66.7) (30.9) (2.4) (69.8) I (27.4) (2.8) (68.0) (29.4) (2.6) 

同
71 25 4 60 1 36 4 6弓.与 '30.5 4.0 

(70.1) (25.0) (4.9) (66.0) (29.2) ('I.7)! (68.4) I (26.8) I (4.8) 

A.V.| 65.I 32.号 '12.7 
(62.1) (3ヲ.7) (2.2)σ9.4) (37.7) ο.9) I (61.0)σふり く2.5)

1. 男女別A. V.において本道男女は全開よりも 3%高く，女子は5%低いのみで，線、計A.

V.では殆r茅ーがみとめられない。
2. 本問題中(1)は，問題(31と同じ型式であるので無答率が本i.tl，金闘共非常に低u、。

3. item中では (2)の悼の疋答率が最も低い。これは解答の選揮肢の用語の難しさも影響してい

ると思われる。

4. 男女差は金閣では約3%，本選では約105彰晃子の方が高u、。

問題 10 「てこ」には下の A，B， C.の闘に示しであるような3つの梨がある。

(Al (B ) I Cl 

協全 A 協 協 ム
支臭 支

おtl) ~ お毛，) お宮リ 呉

ヨたの道具は， どれも「てこJt.e利用したものであるが，カの加え方や，はたらき方から
考えて， 上の A，B，Cのどの型にあたるか。下の答のところにそれぞれ相嘗する「て

こ」の型t.eA.B， Cの記競で記入せよ。
(-1)栓ぬき (ロ)日本ばさみ (ハ)釘ぬき (ュ〕かん切り

f奪三 を35片
~~ 
ノグ 、』¥ 蛍~

答。)は…() (ロ)は…( ) かつは… c) (ニ)は…( ) 

第 12 表

| 男子 l 女子 j 総計

)l"lML商ーIlE答|襖答1.:4I!t ~I lE一王寺ア嘉一苓了証一変IlEー答|諜答|無答
1 .1 1 71 I 241 ラ 51I 43 1. 6 I 61.5 1 33.5 I 5.5 

σ9.0) I (39.2) l' (1.9) I (66.0) I (30.2) I (3.0) 

10 

ロ

J、

1. 金園との差は余り認められない。

54 I 38 I 8 I 61.0 I 32.0 I 7.0 
σ3.8) I (43.9) I (2.3) Iσ8.2) I (38.2) I (3.6) 

37 I 57 I 6 I ヲ0.5I 44.0 I 号.ラ
(44.8) Iσヲ.ηI (1.9) Iσ;6.2) I (41.2) I (2.6) 

29 I 64 I 7 I 365 I 57.ラ 6.0
(.31.1) I (67.0) I (1.9) I (.37.8) Iσ8.6) I (.3.6) 

42.7 I 50.5 I 6.8 I 52.3 I 41.7 I 6.0 
(47.2) Iσ0.8) I (2.0) Iσ4.7) I (42.1) I (3.2) 

2. (ニ〕が本道，金園共甚だ低いのは， ["カ、んきり」にもいろんな種類があり，この積類のもの

を知らない者が多いためであらう。したがって本テストの問題としては余り望ましいものではな

-.{ 

、.~

r 
司

司

..~ 
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U 、。

3. C -1)， Cハ〕は本道，金岡共に男子が女子より正答率が加%高い。これは「栓ぬきJ叉特に
「釘ぬきJは女子よりも男子の方が使用する機舎が多いためとも云える。併し(ロ〕は女子の方が使

用する機舎が多いと思われるが，男子の方が女子より約10%高い所在みると必ずしも使用経験のみ

に原因するとは云えなU、。

問題 11 次の6つの園は，光が反射したり，屈折したり，色に分れたり，するようすや

あらわしたものである。これらのうち正しいものには0，まちがっているものには×弘番

韓のうしろにある C)に記入せよ。
ますこ，まちがっているのは， そのまちがっていると ζろ是正しく書きなおせ。

1. C ) 2. C ) 3. C ) 

光 空:気

光直衛アリス、ム

f.t面鏡 凸しシ丈、
アリスーム

第 13 表

巴i両雇下両|一hE一答男丁認ケヲまn・子仁容-llE ~女|襖 答|子無 答 IÆ一生総~T言語一宮一下計正一夜
16 77 7 16 78 6 16.0 77.5 6.5 

(29.9) (62.5) (7.6) (21.2) (69.8) (9.0) (26.2) (65.6) (8.2) 

2 
4 90 6 6 87 7 ヲ.0 88.5 6.5 

11 (13.5) (78.8) (7.6) (7.1) (82.5) (10.4) (10.8) (80.4) (8.8) 
f、 53 36 11 48 43 9 ヲO.ヲ 39.事 10.0 
3 4 
は

(49.0) (40.3) (10.7) (43.9) (40.6) (15.6) (46.8) (40.4) (11.8) 

除 5 69 23 8 71 26 3 70.0 24.5 5.5 
外 (84.0) (8.7) (7.3) く75.5) (14.6) (9.9) (80.4) (11.2) (8.4) 
、J
6 

5 83 12 4 88 8 4.5 85.5 10.0 
(20.り (70.3) I (8.7) I (10.4) I (78.8) I (10.8) I (16.2)1 (74.2) I (9.6) 

A.V. ，.，，~8;~ ，."，~I:~ ，.o8.;~ ，.，，~9:，~ 64.4 ，. ..6.;~ ，.，，~9.;~ ，."，~3;，~ r/;'~ 
(34.1)σ7.1) I (8.8) I (27.3) I (61.2) I (11.勾(31.2)I (58.9) I (9.9) 

1. 問3は，解答に問題があるので除外

2. 本問題は今までの多肢選揮法と異って作圃法であるため，本選，金闘共，無答率が非常に高
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くなっている。

3. 男女別A.v.で正答軍事暑みると，男子は全開より約6%低いが，女子は逆に全開より 2%
、

高い。

4. 問(4)，問(5)の如く闘が正答である場合には，正答率高く， (1)， (2)， (61の如く作園をする場合 f 
には，lE答率が非常に低くなっている。

• 問題 12 下の圃は，ある家の電気の配線圏在示しずこものである。

40ヴマト 60ワ'Yト 100ワ"/1- 20ワザ十

A.弐の各問では，文の( )のなかに警かれているうち， 正しいものそそれぞれにつき 1

うずつ選び出し，その番蹴栓Oでかこめ。

。)各家庭に配線してある電燈線に流れる電流は(1.直流， 2.交流)で(1.護電機， 2. 
電動機 3.蓄電池〕でつくられる。

(ロ) 屋内にある電燈は(1.直列， 2.並列〕につながれていて，電燈繊の電路はふつうの

献態では (1.10ボルト， 2.11ボルト，3.100ボルト，4.110ボルト，5.200，y..';レト，

6.220ボルト)である。

(ハ〕 闘のAは電気のメートルであって，ある期間の(1.電鹿の高さ， 2.電疏の強さ， 3. 

電力の消費量)をはかるものである。

(ニ) 闘のBは安全器であって， なかのヒューズは(1.過大な電流冶流さない， 2.電厩を

上げる， 3.電流の強さを弱める〕ゃくめをする。

B.次の2聞は，lEしい答や算出し( )のなかに記入せよ。

(n 闘に示されている全部が同時に使用されると合計何ワットの電力を使うことになる
か 。()ワット。

(ロ) その時，安全器のなかのヒューズには何アンペアの電流が流れるか。

(L!_ンベ才。

y 

.. 

4 

第 14 表
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r
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げ)|78
(79.5) 

41 
I (43.7) 

59.5 I 27.d I 13.5 I 48.0 A.V. I ~n~' ::，::: i .n.. y.  I (61.6) I (22.6) I (15.8) Iσ8.勾

CA)においては女子は金閤より約5%JE答率が低いが. CB)においては10%の高率暑示して

3
〉
一
ラ
〉
。
句

13 52.5 38.0 9. 
σ.7) (63.4) (30.2) (6.4 

20 4 78.ヲ 17.5 4. 
(26.9) (5.2) (74.4) (19.8) (5.8 

25 9 73.0 19.5 7. 
(2ラ.9) σ.2) (71.8) (20竺8) (7.4 

35 4 66.5 28.0 5. 
(29.2) σ.2) (68.0) (24.6) (7.4 

35.1 8.4 60.9 28.8 5. 
(32.4) σ.7) (66.5) (26.3) (7.2 

19 9 
(10.8) (6.1) (81.0) I (11.2) 
47 29 32.5 I 42.ラ
(35.8) (30.2) (39.6) I (34.6) 

53.7 I 30.0 
(23.3) I (18.2) (60.3) I (22.9) 

正単科暴力調査に現われた北海道D特殊性

43 
σ7.5) 

76 
(67.9) 

66 
(68.9) 

61 
(64.4) 

6 
(6.9) 

4 
(6.3) 

6 
(9.0) 

7 
(8.3) 

32 
(25.3) 

15 
(14.6) 

14 
(17.0) 

21 
(21.2) 

62 
(67.7) 

81 
(79.2) 

80 
(74.0) 

72 
(70.の

iロi
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レサ
下

56.5 
(61.9) 

72 
(83.0) 

2.1 
(34.0) 

(8.1) 

61 
(9.0) I 

(22.6) 

22.5 
(21.9) 

16 I 
(11.5) I 
38 

(33.7) 

72.0 
(70.0) 
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V
 
A
 

B
 

12 

事F

[ロl

3 
8) 

1. 

U 、る。

2. CB)の(ロ〕は公式の知識や要するためか正答率は本道，全閣共に低く，特に計算をせねぼな

無答塁手が非常に高くなっている。らないので，

題 1 次の6つのうちから，生物を無生物からE重刷するとき，最も重要な特徴となる

もの3つや選び出し. ( )のなかにOや記入せよ。

熱を輿えると大き，くなる。・…・・・…・..，・ H ・".・ H ・....・ H ・".・ H ・-…....・ H ・'"・ H ・.( 

ロ 分裂してふえる。 ….....・H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ( 

ハ 運動する 0 ・・ H ・H ・-…....・ H ・....・ H ・....・ H ・....・ H ・....・ H ・-…….....・ H ・....・ H ・..…(

酸素を取り入れ筑酸ガスや出す。...・ H ・'"・ H ・.......・ H ・-….....・ H ・...・ H ・-…〔

水分を輿えると大きくなる。・・ H ・H ・-…....・ H ・....・ H ・....・ H ・....・ H ・-…....・ H ・.( 

光を嘗てると反躍する。...・......・ H ・.....・ H ・H ・H ・......・ H ・..・……...・ H ・..……(
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ロ..-

ホ

問題の型式により.cn. (ハ). (ホ〕の正答及び無答葱. (ロ). (ニ). (へ〕の誤答吾容は出さ
v. t.e算出することも意味がない。したがってA

1. 

ない。
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2. Cロ〕の正答率は本道，金闘，男女共あまり大きな差は認められない。

3. Cュ)では男子が約15%，女子が約10%全開より高く，共に61%の正答率を示している。

4. Cへ〕は金闘の男女差はあまり認められないが，本道においては女子の方が男子より145杉正答

率が高い。 イ
5. 誤答率からみると， C-1)では男子が約155弘女子が約7%全開よりf尽くなっており， (-1)で
は男子が全閣より17%高く535広になっているにもか Lわらずー女子は95自民く37%であり，男子よ

り良いl態答E与を示している。(ホ〕では男子が33%，女子が約3%全閣よく低く，全闘においては男

女差が6%しかないのに較べて本道では245彰男子の方が優れている。

、広

問題 2 ほう酸をはやく水にとかすにはどうしたらよいか。次の文の{ }のなかに書

かれている 2つのうち，よい方~選びその番競~Oでかこめ。

J1. できるだけ大きいかたまりのまま) J1. 湯 1 
ほう酸をl2:こまカ、くくf品、て r l2: 冷fこい水}に入れ
g・ かきまわしながら)とかす。2. 静かにレておいて

同!:Ji「tf「tlオヨ司法118:-i12 〉ベ
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A.V. 

1. 本問題の型式はテストG，問題3及び問題9の(1)と同じであり，無答率はU、ずれも極く低率

~示している。

2. 各 itemの選揮肢はそれぞれ2つずつしかなu、から，でたらめ解答在しすこ場合でもその正答

率は50%であり， したがって各 itemの正答率も相嘗高率である。

3. (11の正答率では女子は本道，金圏共に約97%で差はみとめられないが，男子は 7%全閣より

ヨ‘

低い。

4. 131では男子があまり差がないのに比して，女子は金闘より195杉も低くなっている。

問題 3 右の闘の A，B，Cの3賄は，地

の観測地酷であり，。は護央である。

A. ヨたの4・ロ・ハ.ニ・ホ.の5つの事項

のうち正しいものが1つあるから，それを

選び出しその記競をOでかこめ。

ヨえに，それを選んだのは，右マヒ書かれて

いる 1，2， 3， 4， 5 の5つの理由のうち

可

B λ 

A x C ~ 

K!Tl. 
o 5~ 10Q 

.. 0 x 

t '.t央



)-.-

F 

Z 

トイ. 

理科拳カ調査に現われた北海道の特殊性

どれによるのか。正IA、理由を1つだけ選んでその番競をOでかこめ。

事 項 理 自

ィ A.B. C. 3地駄では地震が同時刻に起る。I. 地震のと寺は地面が同時にゆれるから。
ロ. 地震はA.B. C 3地貼のうち，
A地駄で 2. 地震波は光と同じ〈らい早いから。
最も早〈起る。

ノ、. 地震はA.B. C 3地撤のうち，
B地車占で
最も早〈起る。

ュ. 地震はA.B. C 3地駄のうち，
C地駄で
最も早〈起る。
ホ. ζれだけではA. B. C 3地黙のうち.
どこで早〈起るかは判断でさFない。
BうえのAと同じようにして解答せよ

事 項

3. 地震はだんだん震央の方にゆれてい告，最後に
震央で終るから。

4. 地震波は震央からだんだん周悶にひろがるか
ら。

5. 地震の俸わる速さは場所に上っていちぢるし〈
ち地fう泊おら。

理 自

ィ. 初期徴動。長さはA.B. C3地鮎のうちI. 地震のゆれている時間は，震央から近いほど長
Aが最も長い。
ロ. 初期微動の長さはA.B. C 3地黙のうち，
Bが最も長い。

ノ、・ 初期徴動の長さはA.B.C3地駄のうち，
Cが最も長い。

ュ. 初期徴動。長さはA.B. C3地動で，
どとでも同じである。

ホ. とれだけではA.B. C3地献のうち，
どこが長いかは判断できない。

い泊沿ら。

2. 地震は一種類の波となって惇わるから。

3. 地震放には，速度のちがう二つの波があるから。

4. から初期微動の長さは，震央からの距離に無閥

係だから。

5. 地震のゆれは， 震央から皇室いほど小さ〈なる

から。

第 17 表
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一一一一一i 耳一一一一一一一手 j---t;:一一一一一一子一|一一語一一一子一一

両雇下両直一答1官一宮崎一一会 IA一容寸蕊ーで罰事一宮|豆一一答寸諒一一審下長--y

6 f 37.5 I 58 I 4・5
(3.8) I (4.3.6) I (52.8) I (3.6) A 

49 48 3 26 68 
(46.2) σ0.3) (3.5) (40.1) (56.1) 

(3.8) I (8.6) I (87.0) I (4.4) 3 B 13 81 6 7 81 
(10.8) (84.4) (4.8) (ラ.7) (9J.6) 

9.0 I 23.8 I 69.5 I 6.7 
(3.8) I (2札I)1 (6砂.9)I (4.0) A.v. 31.0 64.5 4.5 16.5 74.ラ

(28;5) (67.4) (4.1) (22.9) (73.3) 

1. 検査後の感想として被験者は，テスト G.H. 1 ぞ通じて最も難しい問題であると云ってお

る者が多数あったが.1E答率においてもやはり惑し特に(B)では甚だしい低互撃を示している。

2. (A). (B)共に事項，理由に提出されている問題は academic過ぎる嫌いがあり，これが義

務教育修了時までに必ず身につけておかねばならなかrうかは検討の要がある。
3. (A)では男子は本道，会問ほ Y等しU、1E答率であるが，女子は全国より14%11fい。

ド 4. (B)では男子，女子共にや L全閣の男子，女子をそれぞれ上廻った正答率J.e示している。

5. 本道においては十勝沖地縫の直後であり，芳「開等から拳脅し，成績の上でも影響が出ること

が猿想されたが，試験場で「わあ，地盤の問題だJとU、う反聴があった程度で直接撃力の上では問
題として取上げるものは出てこなかった。

問題 4次の (1)から側までの文は，下の A，B，C，Dのうちのいずれかの日に書かれた
のである。それぞれにつき， どの日にかかれたかを考え， ( )のなかに A，B，C，Dの記蹴

て寝入せよ。

{到無視は 210C，熱度は80てeあった0・・…....・H ・....・H ・.......・H ・-…...・H ・....・H ・.( ) 
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山本普・城戸幡太郎

気温は-1.50C，1:感度は52であった0 ・・ H ・H ・.....・ H ・..，・ H ・........・ H ・H ・H ・.，.…(
1<:1:: 

夕立があり，東の宰に美しU、虹がでた。・…'"・ H ・.....・ H ・....・ H ・-…....・ H ・.....( 

衣類の虫ぼしをしすこ。…....・ H ・......・ H ・....・ H ・...・ H ・....・ H ・..，・ H ・."・ H ・..・……..( 

家の中のものにかびが生えて困る。………・..............・ H ・H ・H ・.....・ H ・..……(

近く台風が来るとU、う。今年はこれで三度目官。・・ H ・H ・....・ H ・....・ H ・....・ H ・.( 

畑の奏ふみの手つf三いをしずニ。………....・ H ・..，・ H ・......・ H ・.....・ H ・..…'"・ H ・.( 

むし暑くてよくねむれなかった。….......…...・ H ・..……...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.( 

lヨがいくらか長くなったようだ。."・ H ・......・ H ・.....・ H ・.....・ H ・......・ H ・..........( 

どこの家も悶植えでいそがしU、0 ・H ・H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…(

2月 15日曇

6月 21日小雨

8月 10日晴

快晴

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

(9) 

(101 
A. 

C、

B. 
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1. 

すと，

(l)B， (2)A， (3JC， (41D， (5)B， (61D， (71A， (8)C， (9)A， (lOlBとなる

然るに13)では，本遣は男女共金閣に較べて正答率が10%以上ち低いが，本選においては「夕立的

Dの方がその機10月頃にあり，正答とされておるCよりも，な降り方Jのする時期はむしろ9月，

舎が多い。
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fA， 2月15目頃」は審に埋

理科署主力調蜜に現われた北海道の特殊性

叉(引では男女共幼児以上低率であるが，本選では正答とされている

められており，全く姿ふみとは無関係の時期である。

以上拳げた如く，本問題はその地域差による僚件が甚だ異ってくるから，会園}律の解答を2. 

要求することは無理である。1 

問題 5 パンを作ろうと思って，小委粉にふくらし粉やまぜて水で遁嘗にこね，てんび

(バン焼きがま)に入れて熱しすこ。出してみると，きつね色にζげているのにふくれていな

、

しっぱいし7こわけや知るにめには， まず， どのようなことや調べる必要があるか。

失の7つのうち最も必要と思うもの2つぞ選び出し， ( )のなかにOを記入せよ。

(ll 小委粉のねばりけや調べる0 ・H ・H ・.............・ H ・.，…..，・ H ・'"・ H ・'"・ H ・H ・H ・.( ) 

(2) 小萎粉の粉の大きさを調べる。…..，・ H ・....・ H ・......・ H ・-…..，・ H ・-…....・ H ・'" ( ) 

13l 小委粉とふくらし粉との割合が正しかったかどうか調べる0 ・・ H ・H ・-……( ) 

凶ふくらし粉がよいか悪U、かを調べる0 ・…....・ H ・.......・ H ・..…....・ H ・."・ H ・..( ) 

(5) てんびのなかの温度がじゅうぶんに高かったかどうか調べる0 ・H ・H ・..…( ) 

(6) 焼いている時聞がじゅうぶんであったかどうか在調べる0 ・H ・H ・H ・H ・..…( ) 

(1) てんびの中の酸素の量を調べ、る。…….…..….日….日….日…"….日…..….日….日…..….日….，…..….日….日….日….日….日…….日….日….日…..….日…..…..….日….日…..….日….日…..….日.γ.

上の2つzを旨調べるには，号次たの8つのうち' それぞれどの方法を用いずこらよいか。正しい
もの身選ぴ出し， ( )のなかにot.e記入せよ。
小委粉fごけt.eねってのばいねばりけをはかる0 ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・..…(

瀬微鏡で小姿粉を観察する。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ( 

小姿粉とふくらし粉の割合を本で調べる。…....・ H ・....・ H ・.....・ H ・'"・ H ・-…〔

ふくらし粉t.e7.kにまぜ，熱して筑樺が護生するかどうかや調べる。-…・・(
ふくらし粉が酸性かアルカリ性かをリトマス試験紙でしらべる。.，.・H ・..( 

天火の中の温度t.e温度計で測る。.，.・ H ・......・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…・・(

焼く時聞をいろいろに費えて， i歯賞な時間在見いf三す。...・ H ・H ・H ・..……(

てんびの中の本鍛冶びんにとり，中で火t.eもやしてみる0 ・H ・H ・..………(

かった。
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(B〉111--1(16.3194 〉 (16.089〉 (16136.2..F〕5 

2 I = I (9，4) 1 -1 = I (3.851 = 1 = 1 (7.0) ‘ 
3 I ，~~~! I -I ，~. ~~i ，~_ ~~ I -I ，~_ ~~! ，~!ラ.5 I - I 24.ラ
(78.5ラ7〉 (21.43 〈76.936〉〈23.614〉〈7476.8.5〉 (2253.2.〉5 

5 I 4 I (の.7)i -I (56.3)1 (37.3)! - 1 (62.7) I (4LO) σ9・0〉 f
5 1 - I "_"~? 1 -1 - 1 24 ー 26.5

(26.02〉ヲ (26.92〉7 ー (2626.4.〉0l| 

6 1 - 1 (2ヲ.o51 -1 - 1 (26.9) 1 = 1 = 1 (25~851 _ - WI 
38 1 -1 - 1 421 - 1 - 1 40.0 

7 I = I (46. 7?σ8.2~ I = I ー〈4210.8.F〕
一 |(122〉|(7F〉 -l(110〉

一一一 一一一一一一-一一一

1. Aの(31においては，本道，金闘共女子がや L高いlE答率そ示し， (引では共に男子の方が高い

のは， (3)が日常の生活場面で最も多く行われることであり， (41は通常家庭で用いるふくらし粉は比

較的品質が一定しており，むしろ生活経験より，理論的な問題であるためであると思われる。

2. Bに述べられている方法は， Aの事柄に劃して番競の上でそれぞれ封臆しているのであるが

Aの各 itemとBの itemとの解答率が相嘗喰い違っている一つの原因として，理解していないデ

タラメ解答があるからであらう。

問題 6 次の記述をよくよんで，それに績く問に答えよ。

「さとうやでんぷんは，人鰻内で消化され，ぶどう糖となって牧吸される。ぶどう糖は血液

によって韓内の各部にはこばれ，筋肉運動のエネルギーとしてつかわれる。しにがってぶど

う糖のまませ直接食べるとひじように早く吸牧される。」

上の文をもとにして判断するとすれば，下に示しであるAから Jまでの記述は，

J. この言自丞はlEしい。

2. この記述はまちがっている。

3. この記述は，おそらく正しいであろう。

4. この言自主はおそらくまちがっているであろう。

5. この記述は，上の文からだけでは判断できない。

の5つのうち，いずれとするのがよいか。 Aから Jまでのそれぞれについて， 1， 2， 3， 4， 

5の番競で( )のなかに記入せよ。

(A) ぶどう櫛を多くとると，筋肉は費達する0 ・H ・H ・..….....・ H ・........・ H ・...( ) 

(B) 運動しすこ後でぶどう糖をとると，鰻力は早くかいふくする0 ・…...・H ・.( ) 

(C) はげしい運動をする時には，その前にぶどう糖をとるとよb、。・H ・H ・..( ) 

(D) 食事のときは，でんぷんよりさとうを多くとる方がよU、。…...・H ・"…( ) 

(E) 瞳カがよわっているときは，ぶどう糖を注射するとよb、0 ・…....・H ・.，.( ) 

(F) ぶどう糖の注射は，血管よりは筋肉にしfニほうがよU、。…........・H ・.，.( ) 

(G) ぶどう糖暑とると，血液のじゅんかんがよくなる。…'"・H ・.....・H ・"…( ) 

(H) 勉強を多くする人は，それ把けぶどう糖を多く必要とする0 ・H ・H ・"…( ) 

(1) ぶどう糖だけ食べていれば生きていける。…........・ H ・'"・ H ・.....・ H ・"・・( ) 

γ 

‘ 

、守
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(}) でんぷんはそのままの形では吸牧されない0 ・・ H ・H ・-・………・・ H ・H ・.，.…( ) 

~. 
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(5.2) 
33 

(30.2) 

1. Eの全園男子は中報二より引用したものであるが i.スプリントか，計算遣いと思われる。

2. 本問題では本道，全闘及び男女共に， 1，に述べたことを除いてはさして差は認められない。

問題 7 盟水の氷り方について共のような賞験をした。

( (11 瞳水やー5?Cに冷しすこが， こおらなかった。

賓験<(2) 堕水をー80Cに冷したら，氷ができはじめに。

l (31 この氷をとり出してとかしてみたら， ま水で臨分が含まれていなかった。
以上の賓験だけから考えて，下に書かれているAカ、らGまでは，それぞれ，

1. 正しい。

2. 正しいとも誤りとも言えなu、0

3. 誤りである。

の3つのうちのどれになるか。 AからGまでのそれぞれについて， 1， 2， 3の香櫨で( ) 

のなかに記入せよ。

(A) 瞳水のこおる温度は，水のこおる温度より低い0 ・・ H ・H ・H ・H ・..， ....・ H ・.( ) 

(B) 瞳水は40Cでこおる0 ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・"….，.・ H ・..………….，.・ H ・-…( ) 

(C) 海水がこおってできを氷山の氷には，海水と同じ割合で聾分が

含まれている0 ・・ H ・H ・-…・ H ・H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ( ) 

(D) 盟水をのむと， しもやけにかかりにくい0 ・........・ H ・......・ H ・"…...・ H ・.( ) 

(E) 瞳水の中にできた氷右?とりのぞくと，のこった撞水は盤分が

こくなる0 ・H ・H ・..…...・ H ・..・……...・ a・-…....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・-…...・ H ・-…( ) 

ト
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(F) 臨水はじようはっしにくい。…'"・ H ・.....・ H ・...........・ H ・.....・ H ・.....・ H ・" ( 

(G) 砂糖水は -50Cに冷しでもこおらない0 ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・..….，.・ H ・-・( ) 
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1. C， E， Fにおいて本道男子が比較的高正答率そ示し， Bにおいて本道男子， Gにおいて女子

が全閣よりや L低くなっている以外，あまり問題を見出せない。
ト

問題 8 A， B 2つのことがらの間の闘係には，火のような場合があるo

1. At三けによってBのことが起る。

2. AとそのほかのことによってBのことが起る。

3. AはBにいくらかは関係がある。

4. AはBにまったく関係がない。

5. AとBは同じ原因で起ったことである。

次に示すモりからωまでのそれぞれのAとBの聞係は，上に示しずニ5つのうちどれであるか
を考え， ~わからωまでのそれぞれにつき .1， 2， 3， 4， 5の呑枕で( )のなかに記入せよ。

|ゴーで三 A ーでご二77
ィ|太陽だしずむ 夜になる C ) 

ロ|雨がふる 電力事情がよくなる !C ) 

ノ、 | かえるがなく ; いねがよ〈育つ C ) 

ー下記;EEU三一一一一一--~一両両玉一一一一一 !C ) 

ホ|笠が晴れる つゆやしもがおりる く〉

ーー一一「一 一ー
へ|拙がひじ上うに下る 湖がこおる jC ) 

ト | 森林をね : こう水が起ζ る C ) 

テ |木と木がすれあってあっ〈なる 火事が超ζ る C ) 

リ____L竺竺t/t;l;，空:tL竺三一一一一一一一一一一竺7三v'空一一一一一一一一三 三

-1 
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この場合5とした場合も正

理科暴力調査長に現われた北海道θ特殊性
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本問題~O及び付は共に 1 の解答が正答となっているのであるが，1. 

答となり得るのではないか。

この場合Bでたど単に「火事が起る」チの正答率は本道全園男女共極めて低くなっているが，2. 
、イ

むしろ「山火事」とでも書くべきであった。と書いてあるのは問題で，

昨年の米の金園i附釜高は，例年よりすくなかった。この原因を見いだすために

どのような資料が必要か。下の14のうち，必要と思うものにはO.必要ないものに×を

9 題問
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( )のなかにつけよ。

(1) 昨年の婆の牧穫高・…...・ H ・.....・ H ・..

(21 硫安その他の化撃肥料の使用量….....・ H ・-…...・ H ・....・ H ・....・ H ・.，…..，・ H ・.，.( 

131 人口の増力H・H ・..…・ H ・H ・..…・....・ H ・.，.・ H ・.....・ H ・-…'"・ H ・...・ H ・.....・ H ・..……(

(41 電力情況・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ( 

(5) 昨年の積雲量・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ( 

161 昨年の夏の雨量・…....・H ・-…........................................t.................・(

171 昨年の夏の平均気温....・ H ・..，・ H ・-…...・ H ・....・ H ・...・ H ・-…・・ H ・H ・-….，.・ H ・-…・(

(81 昨年の夏のかみなりの多少.，.・ H ・.....・ H ・H ・H ・....・ H ・......・ H ・..……… H ・H ・.，.( 

(91 昨年の台風による被害・・ H ・H ・....・ H ・....…・….....・ H ・.. . . ~ . ..・ H ・...・ H ・-………(

闘いもち病の護生情況...・ H ・...・ H ・....・ H ・....・ H ・-…....・ H ・....・ H ・-….....・ H ・-…・・〔

闘 うんか・ずい虫などの護生情況・ H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・...・ H ・..，・ H ・.....・ H ・...…(

間米の作付商積.......・ H ・....・ H ・....・ H ・.，.・ H ・...;'0..・H ・.........・ H ・.....・ H ・-… H ・H ・.( 

闘石裁の生産量…....・ H ・....・ H ・-…....・ H ・-…....・ H ・....・ H ・....・ H ・....・ H ・....・ H ・..( 

凶外米の轍入量…....・ a・..…・…....・ H ・.，.・ H ・.....・ H ・・ H ・H ・'"・・ H ・H ・H ・H ・.....・ H ・(

， 
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(85.0) 
16 I 8 I 78 I 21 
(8.7) 1 (6.3) 1 (79.2) 1 (14.2) 

1 I 77 I 18.5 
(6.6) I (82.6) 1 (11.0) 

4.5 
(6.4) 

14 70 
(71.2) 

22 
(22.6) 

8 
(6.3) 

54 
(69.8) 

46 
(24.1) 

0 
(6.1) 

62 
(70.6) 

34 
(23.2) 

4 
(6.2) 

|A11 71・91 n.61 55| 71・0| 28・41 0.61 71 ・ ~I 広言| 3・1i .....， (73.1) I (22.0) I (4.9) I (73.7)' (21.9) I C4.4) I (73.4) I (21.9) I (4.7) 

1. (5)の正答率がさを般的に低いのは，要求されている正答は「昨年の積雲量」が昨年の米の全閣

収穫高の少ない原因を見出すfこめに必要ないとすることであるが，被験者は一般に云われている

「奪の多い年は米が多く取れる」といういい惇えに影響されたのではなからうか。

2. (9)では男女共，全閣より各々約10%1Jf;い正答率~示している。これは本遣においては台風に

おそわれる機舎が極く少し台風による被害ということに封する現賞度が低いためと思われる。

問題 10

究の表はU、ろいろの燃料について 11∞g中に酸素や水などが何グラムずつ含まれている
か.1∞gの燃料がもえると，何カロリーの熱量を出すか身示しすこものである。
五一一 τI京 葉バー一芸一|酸素およびちつ支|熱

石炭 75~90包 4~6 5~2o 

木決 80~90 2 ~ 7 5~10 

:st 

カロリ目
6000~7000 

35∞~4000 

6500~7500 

上の表を見て，下の7つのうち，正しいと思うものにはO.まちがっていると思うものに

は×払 ( )のなかに記入せよ。
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木農の熱量は，石裁の熱量より多い。…....・H ・....・H ・..，・H ・.， ，~ oi ，;・H ・...・H ・.( 

木材には茨素が含まれていない。...・H ・H ・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・，…...・H ・..( 

表索や水素の含まれている割合の多いほe..， 熱量は多い0 ・・.......・H ・...…(
石援がもえる， と決酸ガスと水がでる0 ・…...・H ・...・H ・...・H ・......・H ・...・...( 

木材には木表より酸素およびちつ素が多く含まれている。….....・H ・-…..( 

さんそやちっそが多くふくまれているほr熱量は多い。……...・ H ・'"・ H ・.( 
軽い燃料ほど，酸素およびちつ素が多く含まれている0 ・…....・H ・....・H ・.( 
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66.91 31.81 1.31 61.21 37.81 1.01 64.11 34.81 1.1 
(62.1) I (34.2) I (3.ηI (63.町 I(32.7) I (3.8) I (62.7) I (33.6) I (3.7) 

他の iterhと比較して凶の正答率が本道，金園共に低いのは，石茨が燃えた時に水が出ると

日常の生活場面では賓際に石農を燃しでも， 7Kが出ると

A.V. 

1. 

いうことは理論的に言えることであって，

いうこと栓知ることは困難である。

このようなことから此の種の問題の場合，被験者は生活経験&通して解答することが多いようで

ある0

~ 3. 理科畢カテストにおける鷹番分析の綿括

" 

更にそ以上集計の結果を費料として示し， itemごとにその問題離を指摘して見たのであるが，

テスト問題の内容を検討してみよう。れそ線、括して北海道における特殊性から，

それに含まれ

皐力に著しい相違の認められるもの

ここでは暴力の個人差ではなく，問題差について検討してみる。一つの問題でも，

る特殊な事項によって難易の差があることは既に示した遁りであるが，

1. 

'蜘日

itemごとに男女平均の正

答至容を比較してみると，可なりの相違が認められる。これらを%による 4つの段階に直分して it

emの頻数分配を見ると第25表の如くなる。

第 25 表

%本 選|会 関|本選。上位%本 遺|金 閥|本選IDJ二位

13 I 9 I 2 悶.1~7ヲ 75 68 24 

25 ・ 1~50 4:3 44 I 15 11 .75.1~100 1 20 30 8 
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これで見ると，lE答率は全圏平均に比較して本道は低いが，本道の方が高くなっているものもあ

り，その割合は32.2%ある。次に本道と全開平均とのlE答率の差そ55ぢ.a単位として，それらの分

布欣態栓見ると，第26表の如〈になる。

第 26 表

十
←20ー15-10--'5-0 -5-10ー15-20→
2 4 9 39 49 37 7 3 

これで見ゐと，ーの方が多くなっているが，特に20%以上の差を示すものが2あり，これはいづ

れも40%以上のものである。これらの有意義をどう見るかは問題であるが10%以上の差をあらわす

ものを+とーについて見ると+は4，ーは15であり， これによって見ても，本道はさを圏平均に劣

るものが多いことが認められる。しかし，問題によっては金圏平均よりかなり高いものもあるので

:あるから，皐力は知識の性質と欄係させて煮えなければならないことが知られる。それで特にこれ

らの問題是検討して見ると，十となっている4は，

Gふ(6)(18.5%) H.1. ~(12%) G.5(5)(10.9%) G.8(へ(2))(10.95の

であり，ーとなっている15は

G.4:3lC46.5%) H.4(7)(43.9%) H訓5)(16.8%) G.4(2)(16.5%) G.12A(ィ.1)(15.4%) H.4 

(4)(15.3%) H.4~3)(13.3.9-';) G.1l(6)(11.7%) G.7(2)(11.6%) H.9(9)(l1.5%) G.12A 

(ロ1)(10.9，96") G.8~(10.8%) G.1l(5)(10.4%) H.4(1)(1O.O%) 

これらの問題を検討してみると，本道の優位なものはGの問題に多くその5，特にその6，は既に述

べfこように生活経験による知識であると場えられるが， H 1伺の如く拳習によるものと考えられる

ものもある。いづれにしても撃力の相違は問題の性質による場合が多いといえる。特に季節や気象

に闘するものは地方によって経験暑異にするものであるから，その差は著しくなる。本道で特に劣

位にあるものはHの問題4であるが，これも既に述べたように，筑候の相違によるものである。 G

の問題12Aも本道では電無のメートルを使っている家庭が少いからではないかと思われるし，また

8~の如きも本道では火ばちよりもストープから火事を起すことが多いのである。しかし般に

は拳習による知識も金圏平均に劣るものが多い。

2. 男女で著しい相違の認められるもの

次に男女で著しい相違の認められる問題を検討してみる。先づ本道における男女の相違必%によ

る直分について見ると，第27表の如き分布が見られる。

第 27 表

% Iこ25-20ー15-10-5-0ーラーI山山0-25→苅+ 
1~25 I 3 1 4 4 

25.1~50 I 3 8 11 7 7 2 

50.1~75 I 1 11 5 12 16 15 8 3 2 1 

75.1~100 I 3 7 1 5 4 

合計 2 6 24 7 29 35 23 15 5 3 1 

叫
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、
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ず
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男女同等のものをoとし，男子の%の多いものを十，少いものをーとし 55泌を単位.としてその

分布を見ると.~、づれの直分においても.+の側への偏侍が多くなっている。これは男子の優位.æ示

すものであるが，女子の優位を示すものも認められる。この場合にも男女の有意差をどこに求める

かは問題であるが，中教が5%-10%の間にあると見倣すと.+では20%以上，ーでは5%以上に

あるものは，男女差是台顛箸に示すものと見倣しでもよかろう。これら各9種の問題は弐の如きもの

である。

+ G駒沢325め H8付(29%) G10門(27%) H7(E)(26%) H3(A)(23%) G7(9) (23%) 

G12A( -11)(22%) G12(A)(225め H5B(4lC21%)

- H9(5)(23%) G12A付(14%) H1付(14%) H2(1)(9%) H5B(3)(95め H9(8)(7%)

H9回K6%) H6(B)(65杉) G2(2)(6%) 

これらの問題を検討して見ると， Gの問題8は生括経験によるものが多いが，本道には特に山火

事は多いし，それの防火については女子よりも男子の閥心が強いとも考えられる。また問題10刊は

釘ぬきの利用でこれも男子に多い経験である。問題12Aは金圏平均より劣っているのであるがGので

は男子が優れ，刊では女子が優れているのは仕事に劃する閥心の相違とも考えられる。 Hの問題で

は拳習により知識において男子が優れているようである。殊に問題3の如き推理力を必要とするも

え のではー般に難かしU、問題であるが，男子の方が優れている。 Hの問題5はむしろ生活粧験による

" 

.. 

ド， 

知識を多く含んでいるものと考えられるが，そのBでは(4lは男子が優れているが， 13)は女子が優れ

ている。これはむしろ拳習態度の相違ではないかと思われる。

男子の劣っているものにはHの問題に多く，特に問題9に多いが，これは農業に闘する民間停承

の知識(俗説〕に影響されすこものが，現賓の生活経験凸、うよりもむしろ生活問題によるものであ

る。例えば問題9(12)の如きは本道の農村では特に土地の分割譲渡から農家の牧穫が減少した事例

が多いのであるから，このような生活問題によって判断が歪められたのではないかと思われる。そ

の他の問題は皐習によるものが多いようであるが，それにも家庭科の皐習によるものが多いようで

ある。

次に男女の相遣を本道と金圏平均との闘係から考察して見ょう。その閥係是本道(A)と金園(B)

とで[，いづれも+かーかの関係をもつものn，いづれかが+かーかの関係、そもつものに分類し
て見ると次の如き頻数分布を示す。

....-.A-ー圃胸、

A............・・・十

B..........…・・十

(a) (b) 

83 15 

E 
.--̂-ーー旬、
十

十

(c) (d) 

31 18 

それでIのa及びbから，それぞれ有意差の認められるものを選んで見れば，一般的に男女によ

って相違在来す問題の性質を知ることができ， nのa及びbから，それぞれ有意義の認められるも
のを選んで見れば，本選の地域的停徴が知られるであろう。
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1 aが多いのは-般に男子の優位を示すものであるが，それを問題の種別について見ると， Gに

属するものが56，Hに属するものが27であり， 1 bは女子の優位を示すものでその敢は少いが，

問題の積別について見ると， Gに嵐するものは3であるが， Hに属するものは12である。これによ

って男女差は問題の性質によって規定されていることが知られる。次にこれらの問題から代表的な

もの~5 づ L 選んで見ると， 1 aは殆どGに， 1 bは殆どHに鴎している。 (A，Bの%は男女差の

程度を示す〕

1 a ……G 5(2)(A 17%， B10.35め G7(1)(A12%，B12.55め

G9.1(ロ1)(A175弘 B18.3%) G10付(A275弘 B19.85め

G12A(ロ1)(A19%， B10.2%) 

1 b ……H2(1)(A9%， B2.1%) H4(5)(A4%， B6.6%) 

H6(A)(A3%， B1.5%) H9(5)(A235弘 B12.3%)

H9幽(A6%，B45の

これらの問題について見ると，一般に男子は理論的知識或は推理力において女子に優れており，

女子は経験的知識或は直観力において男子に優れている傾向が見られる。

ヲえにHc及びHdの代表的なものや選んでみると，
H c ……G8伺(A16%，B4%) G8(へ1)(A8%，B9.65の

H6(D)(A7%. B8%) H6(E)(A10%， B15.15め

H9!10lCA13%. B3.1%) 

Hd ……G2(1)(A3%. B7.3%) 
Gll(2)(A2%. B6.4%) 

H1付(A14%，B2.5%) 

G5(9lCA4%， B6.7%) 

G12A刊(A14%，B5.15め

これらの差を表わす%は余り尚くないので，一般的に本道の特殊性を示すことはできないが.G

の問題8と2とを比べて見ると，いづれも生活に関係する知識で， 8は火災防止に闘するもの， 2は

炊事に闘するものである。そして G2(llが特に劣っているのは本道では夏のあつい時に，ごはんそ

くさらせないようにするということも，あまり経験されないことであろうし，ごはんを井戸の中に

つりさげるようなことも考えられないからであろう。要するに撃力の地方差には生活経験による知

識の風土性そあらわす場合が多いといえよう。これは理科のカリキユラムや教科書を作るに嘗って

特に考慮すべきことである。
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The local particularity of Hokkaido found in the result of 

science ability test 

By Hiroshi Yamamoto 

Mantaro Kido 

In this treatise， we intended to find out the local particularity of Hokkaido through 

the science ability test， and the foundamental materials for the valuable curriculum 

-making and theeducational technique. 

Result 

(1) Generally， our result are worse than the average of whole country， but we are 

often able to find， it does not come from the inferiority of science ability， but the 

character of questions. 

(2) As to the difference between boys and girls， it seems that boys excel girls in 

theoretical knowledge and r，回soningability， while girls are superior to the other in 
empirical knowledg and intuitive power. 

In short， we conclude that in many ca田町 differencein ability means the locality of 

knowledge， based on their living experiences. 
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